
編集後記　　　大学教則，と．て，授業評

　　　　　　　　　　　　価は気になるものの一つで

ある．私の勤務する大学でも，非公式ながら，理系の1，2

年生向け基礎科目に対して学生へのアンケートがとられ

た．授業の難易度，準備の程度や講義にかける熱意，並

行している他教官の授業との比較などかなり詳細なもの

である．私の担当授業も調査対象である．これは，電磁

気学や流体力学の基礎を教えるとともに，学生に自然現

象を「場」の観点から理解させようという目論見がある．

このような科目の性質上，どうしてもベクトル解析や偏

微分を使わざるを得ない．実際，divやrotの記号が出て

きたり，体積積分を面積分に変換するなどといわれる

と，学生はかなり難解なものに感じるようである．正直

なところ，授業をする側の私も，改めて勉強し直してそ

の奥の深さを実感している．アンケートの結果は，私の

授業はすばらしいというわけではないが，及第点は取っ

たようでほっとしている．ところで，授業評価の目的は

第一義的には，大学の商品である授業の品質を高めるこ

とである．一方，これまで大学教員は学生を評価するこ

とはあっても，学生の評価にさらされることはなかっ

た．授業評価は，他を評価するものは自らがそれに値す

るだけのものを持っているかを問うている．また，この

授業評価は，善意の思いこみの危険性と第三者的視点の

重要性も教えてくれる．授業準備は大変であるが，一面

で楽しい．私の担当授業はカリキュラムの大幅改定の一

環として構想されたものである．そのため，授業準備に

力が入り，学生にはこれだけのことは知っておいてもら

いたい，この程度は理解できるだろうとの（善意ではあ

るが，学生にとっては迷惑な）思い込みに陥る可能性が

ある．自分では十分検討したつもりでも，独りよがりに

なっているかも知れない．これを防止してくれるものの

一つが第三者的視点である．この意味でも，授業評価は

確かに意義がある．それにしても，アンケートでむずか

しいという前に，授業中手を挙げて質問しろよ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（斉藤輝雄）
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